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母校の窓

　2015年8月27日に神戸大学名
誉教授の角田譲先生がご逝去さ
れた。享年69歳であった。角田
先生は滋賀県に生まれ、1968年
に大阪大学理学部数学科を卒業
後、名古屋大学大学院理学研
究科に進学し、1972年に講師と
して神戸大学教養部に着任され

た。神戸大学教養部助教授、同教授、神戸大学工学部教
授を歴任し、2009年に定年退職されるまで36年余り神戸大
学で研究教育にご尽力された。豪快な性格で学生から慕わ
れ、同僚とは喧嘩ばかりしていた。神戸の街と神戸大学をこ
よなく愛し、角田先生のご専門である数学基礎論の発展を
願っていた。
　角田先生の重要な研究業績は二つある。一つは公理的集
合論に関するものである。公理的集合論は数学全体が形式
化できる数学的枠組みである。角田先生はよく「数学の世界
全体を掌に乗せて、手玉にとる感覚が公理的集合論の醍醐
味だ」と仰って笑っていた。もう一つは工学設計論に関する
ものである。角田先生は教養部が解体され工学部に移られて
から、北村新三先生をはじめ工学部の先生と積極的に研究
交流して、抽象設計論と名付けた数学的枠組みを構築した。
研究においては「丹念に、丹念に」が口癖だった。
　神戸大学に数学基礎論の研究グループを作ることが角田先
生の長年の夢であったが、それには二つの意味があった。一
つは、東京大学や京都大学には数学基礎論の専門家がおら
ず数学基礎論が学べない、数学基礎論を学ぶ環境を作りた
いということであった。もう一つは、古典的な分野では他の大
学に多数の研究者がいて、神戸大学に最高の研究グループ
を作ることは難しい、他の大学にはない数学基礎論で卓越し

た研究グループを作りたいということであった。神戸大学は他
の大学を真似るのではなく、比類ない個性ある大学を目指す
べきだと信じていた。日頃から「有名人の取り巻きになるので
はなく、自分の世界を目指せ」と仰っていた。個人において
も組織においても、世間におもねるのではなく、独自の価値
観を掲げるべきだと考えていた。
　実際、角田先生は数学基礎論の研究グループを作った。
神戸で震災のあった1995年に林晋先生と私が神戸に呼ば
れ、続いてイギリスから著名な研究者であるフィリップ・ウェ
ルチ先生を、ドイツから若手のヨーク・ブレンドレ先生を招い
た。常に海外を見ていて、「神戸はバタ臭い街なのだから、
神戸大学もバタ臭い大学になるべきだ」と仰って、研究グルー
プの国際化を進めた。ウェルチ先生の後には証明論の世界的
な権威である新井敏康先生を招き、研究グループには頻繁に
海外から研究者が訪れた。
　角田先生はよく「人事は必ず、自分よりも優秀だと確信す
る人を、三顧の礼をもって迎えよ」と仰っていた。角田先生
ご自身も優秀な弟子を何人も育てたが、決して自分の弟子は
呼び戻さなかった。そのために角田先生には忠実な部下はお
らず、研究グループ内はいつも意見の対立で混乱していた。
同僚として海外の研究者を招いたことの苦労も多かった。
　お酒が大好きで、毎日のように呑んでいた。それでも研究
は熱心に続けられ、授業や会議が終わったあとに夜遅くまで
呑んでは、ご自宅に帰ってから明け方まで論文を書いた。そ
の無理がたたり、50歳代半ば以降、何度も脳溢血で倒れた。
最初は奇跡的に復帰したが、生活は改めなかった。二度目は
症状が重かった。しかし、車椅子の生活になっても、研究教
育への情熱は衰えなかった。定年退職したのちに再び倒れて、
何年も入院した。ご家族の献身的な看病にもかかわらず、健
康を取り戻すことは叶わなかった。
　角田先生が亡くなられたとき、得がたい人を失ったと多くの
人が角田先生の死を悼んだ。謹んで角田先生のご冥福をお
祈りしたい。

 角田譲先生の死を悼む  
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